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	この度は、大変名誉ある2017年度「新世紀賞」に選出して頂きまして、大変光栄に存じます。ご推薦下さいました日本大学文理学部化学科教授の菅原正雄先生に厚く御礼を申し上げます。菅原先生や学生と過ごした 5 年間は、大学教員である私にとって、貴重な財産となっております。
受賞対象となった研究題目は「生体関連物質の新規バイオメディカル分析法」です。薬学がバックボーンとなる私は、学生のころから、生体内の現象を理解できるような新しい分析化学の手法を構築していくことに興味がありました。そこで汎用される生化学的な分析方法で正しく評価することが難しいコラーゲン IV 分解反応に着目しました。この分解反応は、コラーゲン IV の代わりに、そのアミノ酸配列を模倣したペプチドを基質として用いることでしか評価されていません。しかしながら、表面プラズモン共鳴センサーを用いることで、コラーゲン IV を基質として、カテプシン B やマトリックスメタロプロティナーゼ 9 の酵素による分解反応をリアルタイムで捉えることを可能にしました。この方法により、これら酵素の至適 pH や酵素反応キネティクスを明らかにすることができ、生理活性物質による酵素の阻害活性を評価できることも示しました。他の興味深い生体内の現象として、4-5 nm のナノ薄膜である、生体膜内部のコレステロール酸化反応にも着目していました。溶連菌の毒素が有する、脂質二分子膜内のステロールに対する特異な分子認識能を利用することで、この酸化反応を評価することに成功しました。一方、生体内現象を利用することで、高感度な分子計測法の設計が可能です。生体内では、受容体型イオンチャネルが情報伝達物質 1 分子を認識することで 105-106 個のイオンが神経細胞内に流入します。この増幅システムを人工的に再現し、分子計測法に利用することにも成功してきました。以上のように，生体反応を模した新規計測法を構築し、生体分子を高感度に計測ないしはその機能を正しく評価する、新規なバイオメディカル分析法を構築してきました。
現在、これらの研究活動を通じて蓄積してきたノウハウを基に、生きた細胞や組織内で形成される生体微小空間内の分子の動態を評価できる分析方法を確立すべく、多くの研究者に支えていただきながら、日々、奮闘してます。感謝の気持ちを忘れずに、粘り強く、研究に向き合っていく所存です。末尾になりましたが、日本分析化学会、 ならびに同関東支部の益々のご発展を心より祈念致します。 




